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研究成果の概要 

 

本研究では、自分の判断を言語で説明することができ、対話的な説明コミュニケーションを通して

人の判断を支援する AIシステムの設計論の構築を目指している。2021年度は、以下の研究を実

施した。 

乾グループは、記号推論と深層ニューラルネット (DNN) の融合によって「自然言語に基づく記

号推論」を実現する研究を進めている。2022年度は、Cross-stitch機構によって KG とテキストの情

報・知識を高度に補う合う KG-Text混合グラフ埋め込みを実現し、関係抽出モデルの遠距離学習

課題において複数のデータセットで世界最高性能を達成した（Dai et al. EMNLP'22)。また、推論

システムを訓練・評価するための KG-Text混合型 QAデータセットの構築に取り組み、(i) 因果関

係 QAデータセットに半構造化した説明を付与した因果関係説明タスクのデータセット (Brassard 

et al. LREC'22)、および (ii) 既存 KG とWikipedia記事を組み合わせて回答を導く能力を問う日

本語説明付きマルチホップ QAデータセットのパイロット版を構築した (北村ら NLP'23)。さらに、

記号推論の例として算術推論課題を取り組み、構成性に関するニューラル言語モデルの汎化能

力等について統制実験を行った (Kudo et al. EACL’2023, Aoki et al. EACL-Findings’23)。 

戸次グループは、2022年度は、研究実施項目【DNN と相互作用する高階論理推論】において、

Neural DTSの学習アルゴリズムの提案、言語モデル RNN-CCGのパーザ部実装、Coq タクティク

による DTSの自動証明のテスト実装などを行った。また、研究実施項目【説明可能 AIの証明論

的意味論】において、英語の比較構文の分析、数量詞の含意と推意データセットの構築と評価、

日本語 CCGツリーバンクの批判的検討と新たな構成法の提案、などの研究を行った。さらに【ファ

クトチェック支援システム】に関する研究項目について、仕様書から状態遷移図を自動生成する研

究が行われた。以上の研究成果に加え、国際会議 LENLS19の開催等によって、成果の普及活

動や若手研究者の育成にも力を入れた。 

黒橋グループは映画推薦ドメインにおける知識に基づく説明対話コーパスの構築を継続した。今

年度は高品質な対話コーパスを収集するため、アノテーションの専門会社に依頼し、1,275件の対

話（合計 22,280発話）からなる高品質な知識に基づく説明対話コーパスを構築した。対話中に登

場する各エンティティには対話者の知識と興味の状態をアノテーションしている。また、昨今の大規

模言語モデルやそれに基づく対話システムの進展を受け、それらの知識や計算能力を電卓や知

識ベースといった複数の外部ツールを活用することで補完・拡張する手法を提案した。化学の専

門知識を要する数値推論タスク NumGLUE Task2に提案法を適用し、圧倒的な世界最高性能を

達成した。成果論文はトップ国際会議 ACL2023に採択された。加えて、対話システムの進展に伴

い、その振る舞いを広く詳細に分析するには言語解析が依然重要と考え、汎用言語モデルに基づ

く日本語統合解析器 KWJA を開発した。KWJAは汎用言語モデルを基盤とすることで、形態素解

析や構文解析といった基本的な解析から述語項構造解析や談話関係解析といった高度な解析ま

で、各解析タスクに特化した既存の解析器と遜色ない精度で実行する。成果論文はトップ国際会

議 ACL2023に System Demonstration Paper として採択された。 

久木田グループは、昨年度に引き続き信頼を醸成する人工知能と人間のコミュニケーションの在

り方についての人間社会科学的観点から研究を遂行した。今年度はフェイクニュースに関連した



 

 

人々の心理と行動についての研究として、オンラインでのファクトチェック行動を調査し、分析した。

この研究と並行して人工知能やロボットに対する人々の態度についてフィクション作品の分析を通

じて研究を行い、それに基づいて人工知能が信頼されるためには人工知能をどのように発展・利

用するのが良いかという規範的な側面についての研究を行った。またフェイクニュースに関連す

る、専門家と市民を招いたワークショップを開催した。 
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